






















風な景観を保存すべきだという声が次第に高まってきたが、 他の多くの地域の場合と同じ

ように、 その背後には、 自動車交通の猛烈な攻撃を受けることなく、 村の外に出るための

安全な道がますます少なくなるという村人たちの切実な訴えがあったのである。 それまで

も、 村人は多くの小径や村内の道が次々と消えてゆく悲しみを周囲に定期的に懸命に訴え

ていた。

写真左：村の中心部を離れた場所の光景、 学童たちにとって危険な状態である。

写真右：スホ ー ルパット（通学路）を通って下校中の子供たち。

2. 要 約

当初、 ジゥヴェント村の周囲の道路・小径のネットワ ー クはサイクリストや散策者たち

の安全性の要求に充分に応えるものではなかった。 また、 村内の道路ネットワ ー クの枡目

も余りに大きすぎた。 村内を自転車や徒歩で移動するのはきわめて不便であった。 村の外

での交通は危険であり、 レクリエ ー ションの可能性を大きく制限する結果を招いていた。
地域開発計画に関連して住民を対象として実施したアンケ ー ト調査「ジゥヴェントの利

益」では、 村の重要点を安全に結合するために、 これまでに消滅した小径を復活させるべ

きだとの意見の強いことが明確になった。 さらに、 レクリエ ー ションの可能性を拡大する

ために遊歩道をもっと多く設置すべきだとの意見も強かった。 これらの意見は、1993年l

月4日に開催された行政機関の会合で本格的な討議の対象となった。 そのような連絡道を
設置する地点を詳しく検討した結果、15の区間に延べ距離約10kmの遊歩道ネットワ ー ク
を設置することに決定した。

提案された区間は地図にも記載されたが、 その際、 下記の点に留意された。

● 提案された遊歩道は、 文化的、歴史的な見地から、 以前に存在したケルケパットが

通っていた区間に優先的に設置する。但し、歴史的な価値は、 実際の区間選定に当

たっては、 ガイドラインとして尊重されるが、 絶対視すべきではない。

● 農地を横断するように道を強引に設定するのは実際的ではないので、 できるだけ敷地

や農地の外郭や森や林の縁に沿うように設定する。 そのような道路用地は農地として
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いくつかのB道路より結合し、 村の外に出て行くための4本の道路を備えた遊歩道構造

7. 遊歩道の簡単な説明
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遊歩道（ケルケパー デン）の位置を上図に示しておく。 これらの遊歩道は、 廷べ距離11

kmで、 そのうち、 1998年に復活されたロッラスパット（距離1 km)は既設の遊歩道だっ

た。 その他は新しく設置された遊歩道である。 全体として見ると、 貰通道路は4本のフォ

ーク状の道を形成しており、 周囲を何本かの結合路が囲んでいる。 遊歩道については、 建

設された順に下記に説明する。
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の移転により）解体され、 野原に設置されていた小径や砂道がなくなることにより、 文化

歴史的な価値も減少して行った。 また、 特徴的な植物が生えていた急な崖も、 丘や高台が

均されることにより次々と消滅した。 このように、 ジゥヴェント村でも整地が進むにつれ

てネガテイヴな影響が目立ち始めたが、 みなが農業の一層の発展を望む以上、 止むを得な

いことだと考えられていた。

1966年当時の畑の冠水状況。 現在はここにコッテ ・ フォア ー レという

遊歩道が通っている。

4. 歴史から得た知識の活用

この小径建設プロジェクトを実施するに当たっては、 プロジェクトの範囲で可能とされ

るかぎり、 この地方で昔から見られた種類の大小の樹木を利用して、 林や並木道などの特

徴的な風景エレメントやグリ ー ン ・ エレメントを設置または補強し、 以前のように美しい

景観を再生することになった。 新しい遊歩道には、 地名研究に基づき少なくとも部分的に

はこの地方に相応しい、 自然な名称が付けられた。

樹木の多いグリ ーンの部分は道路のすぐ近くに形成された。 これまで農業だけに集約的

に利用されてきた自然環境の景観に関しては、 人間の手により自然がこま切れ状に散在し

ていること、 森や林の縁および道路の縁の直線状の並木の破壊や浸食、 小川や池の消滅が

大きな問題になった。

この20、30年間の土地開発のネガティブな結果を少しでも修復するために、我々は色々

な可能性を利用した。 自然がこま切れに散在する状態を少なくするには、 その間に木立を

形成するのが効果を発揮した。 例えば、 林と林の間は土手で繋ぎ、 土手には灌木を植え、

並木の木々の欠けている箇所をなくした。 また、 ひどく荒らされた森林はエコロジー 構造

の補強により「治癒」することにした。
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大規模な排水路のネットワ ークを元に戻すことは、 勿論、 不可能だった。 その場合は、

ところどころに小さな水溜まりを造成して、 小規模な湿地環境を作り、 水を必要とする小

動物や昆虫が棲み付けるようにした。 また、 単一の種類の樹種をあちらこちらにまとめて

植えることは、 自然開発の傷痕を消すのに効果的だった。 村の景観の回復に当たっては、

都市計画の面にも配慮した。 例えば、 道路の分岐点などには目立つ樹木を植えて、 村の景

観にアクセントを付け、 それぞれの地点を認識しやすいようにした。 また、 敷地と敷地の

境には（樹頂を刈り込んだ）ヤナギを植えた。

畑の真ん中に孤立しているオ ー クの

木。 これでは、 自然の景観の維持には

ほとんど役に立たない。
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不明確な所有と占有

公正証書で確定された契約内容については、 秘密を保つことになっていた。しかし、 契

約に署名する権限を持っているのか、 予めはっきりしない場合がしばしばあった。例え

ば、 当該の土地が遺産相続の対象で、 しかもまだ相続人の間に分けられていなかったこと

がある。或いは、 土地所有者が所有地を占有しておらず、 そのことを我々に通知するのを

忘れていたために、 我々との間に誤解が生じて、 話がこじれたこともある。 そのような場

合は、 問題を解決するのに、 もう一度関係者で話し合いをせねばならなかった。正式な公

正証書の作成はすべての道路が完成してから行われたので、 プロジェクトの進行中に用地

が他の所有者に売却されたケ ー スが何件かあった。しかし、 法的には、 我々と元の所有者

の間で締結された契約の方が優先するので、 通行に関する「地役権」は次の所有者も認容

せざるを得なかった。

また、 正確な境界線、 特に農地が自治体やレクリエ ー ション局や林野庁の所有地との境

がどこであるかがはっきりとしないケ ー スもいくつかあった。そして1件だけだったが、

そのために自治体の不動産管理の専門家に境界線を確定してもらったこともあった。しか

し、 すべての関係者が充分に協議することによりはとんどの場合は解決され、 不動産登記

を引っ繰り返して再検討する必要はなかった。

植林への反対

この写真のように並木や林の傍のスペ ー スは、

元来、 農作には適していなかった。

樹木があると作物への日照が悪くなるので、 植樹はできるだけ耕地の北側に寄せて行う

ようにした。植林については、 或る農民はボランティアのリ ー ダ ー に対して隣の耕地との

境界にヤナギを植えないでほしいと述べた。その農民は、 そのうちに隣の耕地を買い入れ

ることにしていたからである。
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ホルケンボルフ夫妻とブ ー ルヴェヒについて協議する協会代表

スプレンケルデルパット

スホッペンヴェヒとホフマンスヴェヒを繋ぎ、 コッテ ・ フォア ー レに接続する道路は、

交換分合の後、 4軒の農家だけが利用する袋小路になっている状態に気づき、 スプレンケル

デルパットを設置する案が生まれた。 以前は、 この一角には多くの小径が走っていた。 し

かし、この遊歩道の建設に対しては、農家は他の地区に見られなかったほど強く反対した。

ここに連絡道を設置する件については、1994年に或る若い農民と最初の折衝を行った。

彼は、 その直後に古くからある酪農農家を受け継いで、 経営することを決心した。 それに

関連して、 彼は隣人から牧草地を購入するなどの投資を行った。 従って、 彼にとっては、

自分の所有地の一 部をサイクリング ・ ロー ドを設定するために手放すことはあまり歓迎す

ることではなかった。 その反面、 このプロジェクトに協力すべきであるとの社会的圧力は

ひしひしと感じていた。 彼の妻は自分たちの生活のプライバシ ー を侵害されることを嫌い、

そのようなことがないように特別の保証を求めた。 そこで、 我々は新しい遊歩道は彼らの

住宅とは充分な距離をおいて設置すること、 および必要ならば遊歩道に沿って植林するこ

とを約束した。 問題はこの植林を巡って起きた。 つまり、1995年の初め、 我々は他の7軒

の農家から新しい遊歩道の設置について同意が一度に得られ、 その契約を締結することが

できた。 しかし、 上記の若者だけは、 すべてを拒否するわけではないが、 とにかくまだ完

全に同意しなかった。 そこで、 我々は、 止むを得ず、 水利組合と交渉して、 道路建設に不

足している土地を小川に沿った牧場に設定することにした。 しかし、 この方法は、 若者の

所有地を利用するよりも技術的に難しい点があった。 例えば、 そこに設定する遊歩道は砂

以外を使用することはできず、 我々が考えているGravier d'Or (グラヴィエル ・ ド ー ル、

金の砂利、 フランス語）で仕上げることは認められなかった。
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第4章 みんな、 力をあわせて

ケルケパ ー デンの建設と 保守は、 この地区の住民が結成した固定的なボランティア ・ グルー プ

が引き受けてくれることになった。 最初、 希望者を募集したところ、 約20名の人々が早速応募

してくれた。 やがて、 その数は35名を超えるようになった。 そのボランティアたちの大部分は

年金生活者とVUT (早期退職者）たちで、 現役時代は色々な職種で働いていた（例えば農民、 自

営業者、 ブル ー カラー 、 公務員など）。彼らの孫たちは、毎日、 自転車で学校に通っていたので、

ケルケパ ー デンの安全性と便利さの保持は身にしみて感じていた。 この場合、 年寄りたちが若者

のために働いたわけである。

1 . ボランティアたち

このプロジェクトは1993年にスタ ー トしたが、それには多くのボランティアが参加して

くれた。 ボランティアの募集に当たったのは、 協会理事のフランス ・ ドムホフ氏だった。

ボランティアの協力がなければ、 このプロジェクトは成功しなかった。 毎日の作業はリ ー

ダ ー （ハリ ー ・ ボッケルス氏） の指揮に基づき進められた。 途中で脱落した人はほとんど

なかった。 もっとも、 2名の人、 すなわち 、 ヘルマン ・ ホルケンボルフ氏（イ ー ゼレ ー フ

地区、 元 パン職人） とアント ー ン ・ ロウヴホルスト氏（農業） が途中で亡くなった。 次 の

ペ ー ジにボランティアの顔写真と氏名をアルファベット順に挙げておく。 氏名の後の括弧

の中 は地元で使用されている通称で、 ほとんどの場合は、 居住しているまたは居住してい

た地区の名前である。 また、 その次に彼らの元 の職業も併記しておく（訳注：略）。

ケルケパ ー デンの建設段階で は、毎年初めに、 ジゥヴェントにあるカフエ テ リ ア

"t'Witte Paard" (トゥ ・ ヴィッテ ・ パ ー ルト、 白馬）でその年度に予定している活動が

発表された。勿論、 その会合の通知はボランティアたちに最初に知らされた。 カフエテリア
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カフエテリア「白馬」におけるボラン

ティアたちへの計画説明。左から右に、

アントン ・ ストルテルデル（立って説

明中）、 ヨス ・ コルクマン、 フランス ・

ドムホフ、 ヘンク ・ テン ・ ダムで全員

理事会メンバーである。



には多くのボランティアが出席し、 資料やスケッチが配付され、 質疑応答が行われた。

大抵の場合は、 その晩に最初の数日間の作業のリ ー ダ ー とグル ー プ構成が決められた。リ

ー ダ ー は、 作業日ごとに作業内容に応じて一定数のボランティアを確保することになって

いた。そのようにして、毎日、 一致団結して仲良く働く10-----15名のボランティアから成る

チームが結成された。 ほとんどのボランティアは、 自宅から鋤や鍬、 スコップ、 鋸など作

業に必要な道具を持参して、 現場に集合した。道具がなかったり、 紛失したり、 損傷した

場合は、 リ ー ダ ー が手配して、 代わりの道具が協会の費用で用意された。

コ ー ヒ ー ・ タイムや雨やどりの小屋にはキャラバン車が利用されたが、 これはイ ースタ

ー の焚き火台を作る際の移動休憩小屋で、 ボランティアのために自治体から無料で貸し出

されたものである。協会は作業リ ー ダ ー に対して、 フェンスを固定するための杭、 棒、 針

金、 クギなどの必要資材を作業現場で協会の費用持ちで調達する権限を与えた。ボランテ

ィアのひとりのヤン ・ ワ ー ルデルボス氏は自分のトラクタ ー まで提供してくれた。これは

色々な目的に使用され、 非常に重宝した。 また、 これらのボランティアの他にも、 毎日、

色々な人々が現場に現れて、 臨時作業員として助けてくれた。

毎年、 予定していたケルケパーデンが完成すると、 女性たちを招待して、 自転車で村の

内外を巡って、 その年度の成果を見てもらい、 その後、 コ ーヒ ー とパンでささやかな報告

会を開くことを恒例にしていた。 そして、 その年度に方々から寄付された商品をご褒美と

してボランティアひとりひとりに配った（第7章参照）。この行事は、ボランティアと住民

の連帯感を強め、 建設意欲を高めるのに非常に役立った。

新しく完成したハ ー ゼンパットを行く自転車の群

作業リ ー ダ ー の熱心さを物語る面白いエピソ ー ドをひとつ紹介しておこう。ちょうどオ

ッテルパットを建設中のことで、作業リ ー ダ ー のハリ ー ・ ボッケルスは10名ばかりのボラ

ンティアを率いて毎日忙しく働いていた。 その日、 一同が作業現場に向かって、 オッテル

スヴェヒに差しかかった時のことだった。向こう側からふたりの男性が、 まだ一般人の立

ち入りが禁止されている遊歩道を自転車に乗ってやってくるのが見えた。ハリ ー は、 むっ

として道端に立っている大きなポプラの木の後ろに隠れて待ち構え、 ふたりが通りすぎる

瞬間、 道に飛び出して、 怒鳴った：「ちょっと、 そこのふたり、 どこへ行くのか。道の入口
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写真左．
・

ボランティア ・ チ ー ムのために、 早朝から温かいコー ヒ ー が用意された。

写真右：ハリ ー ・ ボッケルスが妻に挨拶するのは、 その後のことだった。

コルクマン氏（ハルメス ・ ヨハン地区）の家の後ろの芝刈りを済ませ、 一同、 コー ヒ ーを飲みながら

休憩しているところ。

また、 コ ーデイネ ー タ ー 役の理事には、 小さな問題は自分の裁量ですぐに解決できるよう

に充分に広い権限を持たせないと、 工事が進捗しないことも判明した。 もっと重要な問題

については、 理事全員が出席する会合で審議して、 決定した。

3 工事の請負

最初のケルケパー デン（スホ ー ルパットとロンデ ー ルパット）の建設を外注するに当た

っては、 リヒテンフォ ー ルデ自治体にあるふたつの建設会社に見積もり（オッファ ー ）を

請求した。 その際、 フェンスの移動、 仕上げ作業、 ベンチやテ ー ブルの設置などボランテ

ィアでできる仕事はできるだけボランティアがするというのが条件であった。 見積もり金

額は、 どちらの会社もほとんど同じであった。 最終的には地元の会社にした。 ジゥヴェン

トの会社であり、 全従業員が村人と顔見知りだったためである。 この会社は道路の建設を

手掛けたことはまったくなかったが、 経営者は我々の提案にチャレンジすることにした。
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予測しなかった仕事をすると、 時には コスト割れすることがあり、 見積もり価格を超過す

ることがある。 このプロジェクトの場合も、 コッテ ・ フォア ー レ道の傍の池にクレー ンで

彫刻を設置したり、 木製の小さな橋を架けたりする雑多な工事の費用は当初の計算には含

まれていなかった。 いくつかの橋を作る仕事は地元の企業（フー ンデルボー ム杜、 在デイ

ーカト）に見積もりを出すように依頼した。 橋の金属製の基礎の製作は、 やはり地元企業

のクッペルスに外注した。 このように、 このプロジェクトには地元の企業や多くの住民が

協力してくれた。 そして、 大部分の構造部分は企業の従業員が無給で作ってくれたので、

協会としては材料費を負担するだけで済んだ。 道の名称が記された標識は、 やはり地元企

業のベー ニング社が数十枚も無料で作ってくれたし、 煉瓦舗装は地元の道路施工業者のド

ムホフが低価格で引き受けてくれた。 このように多くの企業の協力のお蔭で総工費を予算

の枠内に抑えることができたので、 節約分を休憩 コー ナー やグリ ー ン ・ エレメントの設置

費用に充当した。

下請け企業のロナルト ・ パウル氏と協議しているところ。
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ブ ー ルスヴェヒから開始された貫通農道の建設作業。この道をコッテ・フォア ー レに接続させる作業は、

農作業の妨げにならないように、 1996年1月の極寒のなか数日で済まされた。

当時、 スプレンケルデルパットはドゥ ・ ヴォ ー ペレイス地区からスプレンケルデルカム

プの丘の麓を巡り、 ジゥヴェント村の方向に伸びていた。 その中間の部分で、 スプレンケ

ルデル集落から出てくる小径が合体していた。この小径は1970年頃に土地の交換分合に

より消滅し（自然保護区に変わってしまった）、 それ以来、 スプレンケルデル集落とジゥ

ヴェント村の距離はずいぶん遠くなった。 そして、 スプレンケルデル集落からの枝道を復

活させる話は交換分合によって立ち消えになってしまった。

5. ハ ー ゼンパット(1996年）

1995年末から1996年初頭にかけて、「ジゥヴェントのケルケパーデンの復活」プロジェ

クトの第二段階がスタ ー トした。 このプロジェクトの第一段階(199 4年�1995年）には4km

が完成した後、 目的の10kmの残り(6km)を向こう2年間で建設することが決定され、

1997年末にはすべてを完了することにした。このプロジェクトの内部貰通道路(Binnendoor)

の部分はハ ー ゼンパットを建設すると完成する。 これにより、 交通安全なルー トを実現す

る仕事の目的は達成されることになる。

1996 年度の予定工事区間のなかで最も重要だったのはハッレフェルツェヴェヒから

ジゥヴェンツェヴェヒにかけての区間で、当時はまったくアクセスのできない土地だった。

全体が草原で、放牧に利用されていたにすぎなかった。広さは約80ヘク タ ー ルで、 交換分

合('60年代の終わりから'70年代の始め）によりその性格は大きく変わった。 また、 その

後も多くの樹木が消滅してしまい、 ジゥヴェント村の外側約500m のところにあるジゥ

ヴェンツェヴェヒ（ジゥヴェント通り）を走る自動車がハッレフェルツェヴェヒ（ハッレ

フェルト通り）からはっきり見えた。 緑といえば、 村の外周縁に沿って何本かの並木が立

っているだけだった。

1900年に作成された地図を見ると、 ここにはブナの林とトネリコの林が混在する湿地帯

になっており、 ところどころに細い野道が描かれているが、 それらがどのように結合して
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いるかははっきりしていない。野道は丘の麓などに何本も描かれているが、 それらがどこ

で終わっているのか、 互いにどのように接続しているのか、 全体の構造がこの地図では読

み取れない。いくつかの丘は一部分がまだ残っているが、 歴史的にどのようなプロセスを

辿ってきたのか、 そのパタ ー ンは判らない。この土地は大規模な放牧に利用されていたの

で、 古い野道がケルケパーデンを設置する際にどのように利用されたか、 その詳細は不明

である。

小規模区画交換(Kleine Kavelruil) 

景観の復活計画も含めて、 ハー ゼンパットを設置するにはいくつかの区画（農地）を相

互に交換分合する必要があった。最初、 我々は排水路を掘削し、 その片側だけに堤を作っ

て、 その上に木を植える他に、 景観エレメントのためのスペ ー スも設定したいと思った。

また、 A排水路を区画の端の方に移すには、 それが隣接する区画の一部を横切るように設

定せねばならなかった。但し、 そうするには、 その少し上流に同じようなスペー スを設定

する必要があった。そして、 新しく掘削する排水路の道筋の大部分はさらにその上流の隣

接地に設定する。このようにして、 排水路のためのスペー スを確保した。

左に見える排水路は埋め立て、 右の区画の端に沿って新しい排水路を掘削する。

このように次々と隣接する土地をずらしてスペー スを設定するには費用がかかるが、 そ

の額をなるべく少なくするために、「小規模区画交換」条例を適用することにした。これは

低いコストによる不動産の小規模な交換分合を促進するために制定された条例である。こ

の交換分合は任意に基づくもので、自治体による支援を受けて、簡単な手続きで行われる。

この最小限の交換分合を行うには、 少なくとも3人の土地所有者の参加が必要とされる。

そして、 それによる不動産の交換は、 原則として対価の支払いのない交換でなければなら

ない。このアグリ ーメントは、 これに参加する土地所有者による不動産の提供と配分、 現

状を示す地図、 交換後の状態を示す地図の3つのコンセプトにより構成される。我々はこ

の件に関連して、 ドゥ ー ティンヘムにある「ヘルデルランド）廿土地交換促進協会」に連絡

した。そこのコーデイネ ー タ ー のW. L. E. エンゲルベルツ氏は我々に協力することをすぐ
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ハ ー ゼンパットから出ている枝道は排水路に沿ってはいないが、 並木道になっている。

ドンデルヴィンケルの 3軒の 農家から出発している最初の部分に植える樹木としてはボダ

イジュが選ばれた。 そして、 この道でも一番低い部分で、 住宅が途切れた区間にはヤナギ

が植えられた。 そこから少し登り道になっている部分には黒ハンノキを植えて、 そこから

さらに50センチ高く登る部分にはハンノキの 他に背の高くなるオ ー クも混ぜて植えた。

分岐点の 水溜まり／池の傍には灌木の 茂みを作った。 そこから区画の端を流れる溝に沿っ

てヤナギを2列にして植えた。 また、 草原の コー ナ 一 部分には灌木を植えて、 丸い地形に

し、 大型の 収穫マシ ー ンが働き易いようにした。

池の傍には開放面を設定した。 ここに設置したテ ー ブルとベンチはこの場所のためにア

ンドレ ・ クレイン ・ グンネヴィー ク氏が特別に設計したものである。 この場所は広くて、

非常に眺めがよいの で、 ここを本格的な休憩スペ ー スにすることにした。 テ ー ブルとベン

チは15人がゆったりと座れるので、相当大きいグルー プの散策者やサイクリストが利用で

きる。 ハ ー ゼンパットはここで分岐して、 A排水路を越えている。 排水路はコンクリ ー ト

製の 暗渠（合計しても、 1,000ギルダ ー もかからない）を 2箇所に設置することも考えら

れたが、この場所と水の印象を強調するために、わざわざ10倍の エ費をかけて漏斗状の橋

を架けることに決定した。

ハ ー ゼンパットの 工事は、 期間中に雨が降らなかったの で、 予定よりもずっと早く完了

した。1996年4月22日に全部のル ー トが完成し、キリスト昇天日（イ ースタ ー から40日

目 の木曜日）に一般に公開された。

ボランティアたちは新しい排水路の片側にだけ苗木を植えた。
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ルケパ ー デンで見かけることができる。 プロジェクトの初年度と2年目に、 この地方の彫

刻家団体（ヘリー ・ コルクマン氏やファン ・ ハルメス ・ ヨハン氏が所属している）野外彫

刻をひとつ無料で使用してくれとの申し出があった。

1994年のことであるが、 バー クセ ・ ベーク（バ ー クの小川）の傍の小さな土地に通行地

役権が設定されることになった。 その際、 このケルケパー デンを利用する散策者やサイク

リストたちの目を惹き、 且つ我々のプロジェクトの記念にもなる彫刻でも設置して、 この

土地にアクセントを付けようではないかとの意見が出た。 我々が彫刻家のヘリー ・ コルク

マン氏に相談したところ、 ベルギー 産の石で地役権を象徴する作品を制作するとの申し出

があった。 そ して、 初年度にひと夏かけて「ビンドェ ー ル」(Binn'ndeur、 ドアの内側）と

名付けた高さ約3メ ー トルの彫刻を作ってくれた。 これはスホ ー ルパット／ロンデー ルパ

ットのオ ー プニングの前日に据え付けられた。 除幕は、 この彫刻がボランティア精神を象

徴するよい作品と考えていたメヒティルト ・ ドゥ ・ ヨング国会議員が行った。

プロジェクトの第二年度 (1995年）には「幸せへの門」が据え付けられた。 これは「ビ

ンデオ ー ル」と同じ彫刻家が同じスタイルで制作した彫刻である。 これはコッテ ・ フォア
ー レの傍の水溜まりの中に設置された。 水中にある円形の土台の中には土が詰められてい

るので、 野性の多年草が群生している。

小さいモニュメントの修復

国会議員のメヒティルト ・ ドゥ ・

・ゴング女史がスホ ー ルパットの

オ ー プニング(1994年10月7日）

に彫刻「ビンドェ ール」の除幕を

行った。

コッテ ・ フォアー レの道の傍には十字架が立っている「ブー ルスプラス」と呼ばれる小

さな公園があるが、 ずいぶん荒れていた。 今回、 遊歩道の建設に関連して、 ここを管理し
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川に架かる橋を、 黄色は路面の舗装を表している。 真ん中の教会は、 ケルケパ ー デンのど

の地点からも見えるヴェ ー レンフリ ー ドゥス教会である。 教会の下に描かれた図形は、 勿

論、 ケルケパ ー デンを象徴している。 同じ模様は、 ドイツのザクセン地方の農家の建物の

背面の切り妻部分によく見られる。

ケルケパーデンを通行する者は、 私有地を通行

していることをこの標識で教えられる。
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4. 多くの人手

刈り取った草を運び出すのは、

色々な種類の草花が生育する環境

を作りだすのに欠かすことができ

ない。

水溜まりや干草を作る草原のような景観エ レメント の保守は、 ジゥヴェント 村の住民の

うちでも、 他のカテゴリー のボランティア ・ グル ープが引き受けてくれた。 彼らの多く

は、 毎年、 春になると村の周囲の林や草原から焚き火の材料を集めてイー スタ ー の焚き火

台を作る若者たちだった。 イー スタ ー の焚き火の材料集めにはふたつの利点がある。 毎年

イー スタ ー に燃やす大量の柴を集めるということは、 普段から柳の枝を払い、 並木の樹の

枯れ枝を集め、 灌木の枝払いをして、 沢山の柴を作っておくことを意味する。 また、 草原

で草を刈り 、 それを集めて、 運び出して、 蓄積するというのは重労働で、 多くの若者の協

力を必要とした。 リー ダー たちの名前を挙げると、 ライモント ・ クレイン ・ ホルデヴェイク

（プ リンス地区）、 ペー テル ・ フムメリンク（スティネマン地区）、 フェルデイ ・ ボスケル、

ヴィヒェルト ・ ヴォーペ レイス（フ ロー テ ・ フォス地区）、 ロブ ・ フルスホフ（ラムマス地 区）、

マ ー ヌス ・ エルスホトがいるし、その他にも経験ある水利管理者、例えば、 ヤン ・ クレイン ・

ホルデヴェイク（メルデル ・ ヴィッレム地区）やヘンリ ・ トゥ ・ モルデル （クロムン ・ ボー ム

地区）がいる。
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1997年

● 協会の理事たちは1997年4月24日に開催されたシンポ ジウム「農村地帯の新しい

道」に参加した。LNV省が作成したパンフレット「農村地帯の活性化促進法」には

模範例のひとつとして我々のプロジェクトが記載されている。

● 1997年6月17日にはテレビ局から番組「地方めぐり」のためにオッテルパットの

遊歩道を取材に訪れ、採録して行った。好天にも恵まれ、 しっかりした内容のルポル

タ ー ジュが7月11日に全国に放送され、 評判がよかった。

● Postcode Loterij (郵便番号簸）がリヒテンフォ ー ルデの夏期露天市で行ったビンゴ

ゲ ー ムの収益の60%を寄付してくれた。リヒテンフォ ー ルデの企業経営者たちがそ

れに補足献金をしてくれたので寄付額は1,000ギルダ ー 近くに達した。 これに、 他

の地元の企業からの寄附金も併せて、 ケルケパー デン ・ ネットワ ー クの見事なカラ

ー ・ チャ ー ト付きのパンフレットを印刷する資金とした。 このパンフレットは地元

の商店や vvv (観光協会）を通じて観光客に配付される。 これは、 今後数年間、

ジゥヴェント ・ ケルケパー デンの案内図として使用される予定である。

● 1997年には、LNV省とアハテルフー ク自治体の職員多数 もジゥヴェントのケルケ

パー デンを視察に訪れた。

● 1997年11月24日には、 ヘ イデメイ財団から我々のプロジェクトに "Kern met Pit"

賞（芯のある種／内容が充実した自然保護プロジェクトの意味）が贈られた。 そし

て、賞金1,000ギルダ ー および特別賞として1,500ギルダ ー も受け取った。1998年

2月28日に、クラウス皇太子殿下から特別賞のトロフィー がジゥヴェントのボラン

ティアたちに手渡された。

クラウス皇太子殿下がボランティアたちに "Kern met Pit"

トロフィ ー を渡しているところ。
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ジゥヴェントですべての地役権を取得できる根拠となる文書に公証人のハルディック氏が署名して

いるところ。

区間と遊歩道の位置が明記された地図が添付された。

それぞれの遊歩道については、 その完成後、 その面積と位置が正式に測量され、 それが

存在する土地の所有者に補償がなされた。 補償の支払いは、 特定の土地所有者を優先的に

扱っているとの疑いが生じるのを避けるために、 できるだけ同時に（数日のうちに） 一 斉

に行うようにした。

当該の土地に銀行抵当権が設定されている場合、 我々の地役権設定に際しては、 抵当権

を変更しなくてもよいが、 一応、 当該銀行の同意を取り付けておく必要があるだろう。 し

かし、 幸い、 我々の場合は問題になったことは1件もなかった。 抵当権設定の後、 公証人

のひとり、 パススェンス氏が死去したので、 公証人事務所はハルデイック氏とヴィヒマン

氏の共同経営となったが、 銀行が同意してくれたことは、 両氏が文書で確認した。 公正証

書作成の費用は、 土地所有者ひとりにつき350ギルダ ー だった。 その他にも、 地役権取得

に関連して一 回払いの公証人報酬を支払った。

土地の譲渡税をどちらが負担するか、 或いはどちらも負担しなくてよいのかという点に

ついて長い間はっきりしなかったが、 プロジェクト完了後には最終的な契約書が交付され

た。 当時、 財務省は免税扱いにする準備をしていたが、 その時点ではどうなるか明確では

なかった。

水利税については、地役権の設定後も土地所有者が引き続き負担することになっていた。

この点は地役権に関する新法では手直しされなかった。 すなわち、 土地所有者は地役権が

設定された部分については用益権を放棄するのに、 税金は依然として土地所有者が負担す

ることになっていた。 もっとも、 税額は僅かで、 1面当たり約0.01ギルダ ー に過ぎず、 す

べての遊歩道とその付属部分が設置される部分の水利税は総額でも約200ギルダ ー であっ

た。 しかし、 心理的には土地所有者にとって面白くないことだっただろう。

新法の長所は、 土地の所有権は留保される点にあった。 また、 搾乳と堆肥を作る権利も
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